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まえがき 

我が国における漁業用ラジオ・ブイは、中波帯
た い

及び 40MHz帯
た い

の周波数を使用し、漁具等の位置

確認の情報を得る装置として、近海・遠洋マグロはえ縄漁業、大目流網
あ み

漁業、海外巻網
あ み

漁業等や

流し網
あ み

漁業等に使用されています。  

多くの漁業用ラジオ・ブイにおいては、方向探知方式を採用してきましたが、位置の標定
ひ ょ う て い

に誤差

が生じ、場所の特定に時間がかかる場合があります。また、その重さ等も問題となっています。こ

れらの問題は、年々水揚げ高が減少し漁業就業者の減少・高齢化が進展する東北地方の水産

業において、その影響が指摘されています。  

このような中、近年、GPS を活用し、小型軽量な漁業用ラジオ・ブイの開発が進んでおり、漁業

における就労負担軽減や経費節減の観点から導入ニーズが高まっています。  

26MHz帯
た い

の周波数を使用するスペイン製の漁業用 GPS ラジオ・ブイも欧州や米国において使

用されつつあります。しかしながら、26MHz帯
た い

は、国際的に海上移動業務にのみ割り当てられてお

り、船舶の遭難救助時の最後の命綱となり得るものであることから、この周波数帯
た い

へのラジオ・ブ

イの導入に際しては、海上移動業務への干渉について十分な検討が必要となります。 

このため、本調査検討会では、我が国における 26MHz帯
た い

の周波数を使用する漁業用ラジオ・ブ

イの導入に向けて、漁業用ラジオ・ブイの現状、26MHz帯
た い

ラジオ・ブイのニーズ、国際動向、26MHz

帯
た い

の周波数の利用状況等について調査検討を行いました。また、実験試験局を開設した実フィー

ルド試験を実施しつつ、周波数共用検討を実施しました。さらに、これらの結果を踏まえ、既存の

ラジオ・ブイに係る技術基準等の制度を整理の上、26MHz帯
た い

ラジオ・ブイの技術的条件及び測定

法について調査検討を実施しました。 

 本報告書
ほ う こ く し ょ

は、これらの成果を取りまとめたものであり、一定の条件下であれば周波数共用は可

能であるとの結果を得ることができ、様々な困難がありながら、我が国においても、26MHz帯
た い

ラジ

オ・ブイの試験的な導入に向けて道を開くことができました。 

引き続き、本報告書
ほ う こ く し ょ

に基づき、新たな漁業用ラジオ・ブイに関し更なる情報の収集を進め、試験

的な導入による検証を進めつつ、最近の国際動向や技術動向等を踏まえ、新たな漁業用ラジオ・

ブイの導入に向けた更なる検討が図られることを期待しております。 

 終わりに、本調査検討会にご参加頂き熱心に議論して頂きました構成員各位、各種測定試験や

ヒアリングにご協力頂きました関係機関の皆様に対し、心より感謝申し上げます。 
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